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Abstract : In this study, the role of platform interaction was considered. I focused on the problems that could co-exist
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要約：本研究では「規律・統制型」（Shikita, Morishige, Nakamura, 2012）地域における観光産業の創造を，地域生活と観光産
業との共生の観点から考察した。我が国観光産業の拡大における課題の 1つとして，欧米豪の旅行者数の拡大がある（Atkinson,
2015; Sightseeing vision concept meeting to support tomorrow’s Japan, 2017）。欧米豪旅行者は，日本独自の景観，歴史，文化
への関心が高い（Atkinson, 2015; Sightseeing vision concept meeting to support tomorrow’s Japan, 2017）。一方，日本独自の景
観，歴史，文化が維持されている地域は，一般的に地域に閉じ，地域住民間の関係が強い「規律・統制型」の特性がある。「規
律・統制型」地域における景観，歴史，文化の資源を旅行者に提供するためには，外部への閉鎖性，内部者の関係の強さから困
難が生じる。この問題を解決するためのプラットフォームのあり方を相互作用の観点から考察した。そして，地域と共生し，欧
米豪の個人旅行者を創造する観光プラットフォームの必要性と，相互作用促進における「アクティベータ」の重要性を提示した。
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I．はじめに

欧米豪の個人旅行者の関心は日本独自の自然，歴史・
文化の体験にある（Atkinson, 2015; Sightseeing vision

concept meeting to support tomorrow’s Japan, 2017）。日本
独自の歴史・文化の体験は，地域住民の日常生活と一体
となって提供されるため，人工的に提供される体験とは
異なる価値が提供できる。このような欧米豪の個人旅行

者の関心を満たす日本の観光産業のマーケティングは未
成熟であり（Atkinson, 2015; Sightseeing vision concept

meeting to support tomorrow’s Japan, 2017）今後の市場創
造の可能性が期待される。しかし地域住民の日常生活を
維持，発展させながら観光事業を共存させるためには，
高度な取り組みが必要である。そのため今後，欧米豪旅
行者市場を拡大するためには，この分野の研究が望まれ
る。本研究では地域住民の日常生活の維持，成長と観光
市場の創造との共生問題に焦点をあてる。それぞれの活
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動が分離して発展するのではなく，連動しながら相互に
メリットを生み出すための要件をプラットフォームの概
念を使い考察をする。この考察のため地域の文化・歴史
の観光体験と地域生活の維持・発展を両立している，株
式会社美ら地球（岐阜県　飛騨市）のガイドツアーブラ
ンド“SATOYAMA EXPERIENCE”を調査対象とする。
なお，本研究では，プラットフォームを，関係する人々

の社会に存在する活動要素間の組合せ，および組合せ間
の相互作用を促進する役割をはたす，社会に存在するメ
ディア（Kokuryo & Promotion Design Lab., 2011）として
考察を進める。

II．観光プラットフォーム研究における本研究の
課題

1．経営分野における「プラットフォーム」
鉄道の駅では，列車が停車し人が乗降できる人が場所
を「プラットフォーム 2)」と呼ぶ。プラットフォームと
いう言葉は産業界でも活用されている。自動車産業では，
自動車の土台になる「車台」をプラットフォームと呼ぶ。
プラットフォームを複数の車種と共有することによって
生産コストを削減する。さらに開発スピードを上げる競
争力の源泉として注目されるようになった（Nobeoka,

1996）。その後，情報システムのオープン化に伴いコン
ピュータ業界にもプラットフォームの概念は広がった
（Kokuryo & Promotion Design Lab., 2011; Negoro, 2017）。
類似のプラットフォームは，ゲーム機器とゲームソフト，
音楽プレイヤーと音楽配信などの業界でもプラット
フォームが重要な役割として存在している。そして従来
の物理的な開発，生産の効率性としてのプラットフォー
ムの役割から，新たな取引先や顧客との取引につなげる
役割につながっていく（Imai & Kokuryo, 1997; Mizoshita,

2017）。

2．プラットフォームの役割
このような議論からプラットフォームには 3つの役割
が提示されている。第 1に，相互作用を促進し相互作用
から創造につなげる役割である（Imai & Kokuryo, 1997;

Kokuryo, 1999, 2006）3)。第 2に，参加者（利用者）の問
題解決の促進としての役割である（Imai, 2008）4)。第 3

に，顧客に価値を提供する基盤としての役割である
（Negoro, 2017）5)。ここから，プラットフォームは，供
給者，顧客などの参加者の組み合わせと，参加者間の相
互作用を促進する場であり，組合せと相互作用を通じて
新たな価値の創造につなげる場と理解することができる。

（1）メディア型プラットフォームと相互作用
プラットフォームには構造分類に加えて，プラット
フォームが実現する機能による分類がある。機能による
分類が，基盤型プラットフォームとメディア型プラッ
トフォームによる分類である（Imai & Kokuryo, 1997;

Kokuryo, 1999, 2006; Negoro & Kato, 2010）。基盤型とは
補完製品やサービスと組み合わせることによって顧客に
対して価値を提供する基盤となる製品，サービス（Negoro

& Kato, 2010）である。メディア型とは，プラットフォー
ム参加者グループ内や参加者グループ間の相互作用の場
を提供，促進する（Kokuryo & Promotion Design Lab.,

2011; Negoro & Kato, 2010）。そして相互作用の中には「意
識的相互作用」（Negoro & Kato, 2010）と呼ばれる相互作
用タイプが存在する。意識的相互作用とは，参加者が別
のグループの大きさや質を意識することによって生まれ
る相互作用をいう（Negoro & Kato, 2010）。そして基盤
型，メディア型のプラットフォームは明確に区分される
わけではなく，相互にそれぞれの役割を内包している
（Mizoshita, 2017）。

（2）相互作用 6)の範囲とプラットフォームのオープン性
相互作用の範囲に注目すると，プラットフォームには
内部プラットフォームと外部プラットフォームに分類で
きる（Gawer & Cusumano, 2014）。この分類ではプラッ
トフォームのオープン性と相互作用の範囲に注目してい
る。内部プラットフォームとは特定企業が独占あるいは，
企業グループと共に，再利用可能な部品や技術を活用す
ることによって，多様な製品開発や生産を効率的に行う
ための基盤である。一方，外部プラットフォームとは，
多数の企業が提供する製品，サービス，技術を相互に補
完し，一体となって製品，サービスを提供できるための
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基盤である（Gawer & Cusumano, 2014）。両者は異なる
資源の組合せを促進し新たな価値を創造するための基盤
と見なす共通点がある。一方，特定企業あるいは企業グ
ループに閉じた基盤である内部プラットフォームと，外
部に開放している外部プラットフォームの違いがある。

3．地域におけるプラットフォーム研究
製品，ソフトウェア，サービスを対象とした研究蓄積
を地域に発展させたプラットフォーム研究として「地域
の変動モデル」（Shikita et al., 2012）がある。地域の変動
モデルとは，地域のおかれた状況を地域住民あるいは関
係者（以下，地域住民）間の関係の強さと，地域の外部
への開放度の 2つの軸で 4つに分類したものである。4

つの分類とは，第 1に，地域住民間の関係が強く，外部
への開放度が低い地域である（以下，規律・統制型），第
2に，地域住民間の関係が弱く，外部への開放度が低い
地域である（以下，閉鎖型）。第 3に，地域住民間の関
係が弱く開放度が高い地域である（以下，拡散型）。第

4に地域住民間の関係が強く，開放度の高い地域である
（以下，共同体型）。そして今後の地域づくりにおいては，
第 4分類の地域プラットフォームに注目する必要性を指
摘している。またプラットフォームの構築の要件として，
3つのタイプを指摘している。第 1に既存の仕組みの変
更，第 2に地域を前提としない新たな主体や仕組みの提
案，第 3に地域主導を前提とした新たな主体や仕組みの
提案である。

4．本研究の課題
Shikita et al.（2012）の研究は，図 1における「共同体
型」地域すなわち，地域住民間の関係が強く，地域外へ
の開放度が高い地域である。本研究が注目する，我が国
における欧米豪の旅行者市場の特に個人旅行者市場創造
には，地域の独自の景観，文化，歴史を体験するニーズ
（Atkinson, 2015; Sightseeing vision concept meeting to

support tomorrow’s Japan, 2017）を満たすことが必要であ
る。そのためには地域独自の生活や文化が継続している

地域の変動モデル

住民・関係者間の関係
弱い

規律・統制型 共同体型

閉鎖型 拡散型

住民・関係者間の関係
強い

地域の開放度
低い

（閉鎖的）

地域の開放度
高い

（開放的）

出所：Shikita et al.（2012）をもとに筆者作成

図 1　　
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可能性が高い「規律・統制型」地域に注目した研究が必
要と考える。地域に観光産業を創造することは，旅行者
あるいは観光産業関係者といった外部者の流入という，
地域の開放度を高めることが求められる。しかし「規律・
統制型」地域では地域外の人々の地域活動への参加の困
難性が指摘されている（Shikita et al., 2012）。そのため本
研究では，「規律・統制型」地域における観光市場の創造
と，地域の人々の生活プラットフォームとの共生プロセ
スに注目する。そして共生プロセスを相互作用の観点か
ら考えることによって優れた示唆が期待できる，株式会
社美ら地球のガイドツアーブランド“SATOYAMA

EXPERIENCE”を取りあげその調査結果と考察を提示
する。

5．調査事例の選択
日本の訪日外国人は，アジア地域が 86％と圧倒的に高

い。そしてアジア地域の中で 77％が中国，韓国，台湾で
ある。一方で欧州，北米，豪州（以下，欧州豪）は合計
しても 12％である 7)。欧米豪の旅行者の日本における関
心は，自然景観，自然体験などの日本独自の自然を体験
すること，そして日本独自の歴史・伝統文化を体験する
ことにある（Atkinson, 2015）。アジア地域からの旅行者
とは求める内容が異なるため，異なるマーケティングが
必要となる。さらに，欧米豪の旅行者は移動距離の長さ
に伴う移動コスト，時間が長いため，滞在型の観光スタ
イルとなる。そして滞在型の観光は短期型の観光よりも
観光地での消費金額は多くなる傾向がある。しかし日本
では欧米豪の旅行者に対するマーケティングは不十分で
あることが指摘されている（Atkinson, 2015; Sightseeing

vision concept meeting to support tomorrow ’ s Japan,

2017）。そして欧米豪の旅行者ターゲットとしたマーケ
ティングの方策として，ガイドツアーの有効性が示され
ている（Sightseeing vision concept meeting to support

tomorrow’s Japan, 2017）。
このような背景をもとに選択した事例が，SATOYAMA

EXPERIENCEである。地域生活・経済と観光産業との
共生の問題を考察する上で有効な事例と判断した理由は
3つある。
第 1に，SATOYAMA EXPERIENCEは，欧米豪の個人

旅行者に対するマーケティングを展開し，一定の成果を
継続的にあげている。今後の欧米豪の個人旅行者に向け
た仕組みを考える上で，SATOYAMA EXPERIENCEの取
り組みを学ぶことは意義がある。第 2に，観光産業は
日本の地方創生の手段の 1 つと位置づけられている
（Sightseeing vision concept meeting to support tomorrow’s
Japan, 2017）。一方で地域の観光資源にのみ目が向き，観
光資源の 1つである伝統・文化を支える地域住民の生活
と観光産業との共生については，研究蓄積が充分である
とは言えない。SATOYAMA EXPERIENCEは地域の日常
生活との共生を図りつつ，欧州豪の個人旅行者の誘客を
実現し，一定以上の評価を獲得している 8)。第 3に，地
域住民が関わる地域づくりに必要な仕組みは「地域プ
ラットフォーム」（Shikita et al., 2012）と呼ばれる。しか
し地域プラットフォームの必要性や機能，持続可能性に
関する研究蓄積は充分でない（Shikita et al., 2012）。
SATOYAMA EXPERIENCE は，地域住民間の関係が強
く，地域外への開放性が高いとは言えない「規律・統制
型」（Shikita et al., 2012）地域において，欧州豪個人旅行
者に対するガイドツアープログラムをもとに地域観光プ
ラットフォームを創造している。

III．SATOYAMA EXPERIENCE と飛騨市の観光
事業環境

1．SATOYAMA EXPERIENCE
SATOYAMA EXPERIENCE（里山エクスペリエンス）

は，山田拓氏 9)が代表取締役を務める株式会社美ら地球
（岐阜県飛騨市古川町）が事業展開するガイドツアーブラ
ンドである。国内外の旅行者（主に個人）を飛騨市古川
町（以下，飛騨古川）の市街地を歩く，あるいは市街地
ならびに郊外を貸与する自転車に乗って，ガイドの案内
によって周遊する。3月～12月の期間実施される。ツ
アーの内容は EXPERIENCEの名前が示すように，1日
あるいは半日，飛騨古川に生活する人々の暮らし（日常
生活）に触れるような体験（旅する）が可能である。
SATOYAMA EXPERIENCEの年間利用者は約 5,000名で
ある 10)（2019年）。そのうち約 90％が外国人であり，外
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国人利用者のうち欧米豪からの旅行者が約 80％を占める
（2019年）。そして参加者は毎年約 130％の伸張である11)。
その成果は飛騨市の外国人旅行者の増加につながってい
る。飛騨市の旅行者数（外国人含む）は，1,079 千人
（2018年）である。2018年は自然災害の影響によって旅
行者は前年比 95％，宿泊者数は 96％と減少している。
しかし外国人宿泊者数 10.1千人と前年比 121％と増加し
ている。外国人宿泊者は 2014年の 3.6千人から 2018年
には 2.8倍に増加している 12)。

2．飛騨市の観光事業環境
岐阜県飛騨市 13)は岐阜県の最北部に位置する人口は 2

万 4千人（2019年 4月）の市である。JR高山線古川駅
がある飛騨市の中心である飛騨市古川町（飛騨古川）の
人口は，1万 4千人，世帯数 4,866世帯（いずれも 2019

年 4月 1日）である。白川郷 14)，下呂温泉，奥飛騨温泉
郷などの観光地に隣接しているため一見，集客には優位
性があると考えられる。しかし地域間の移動は容易とは
言えず高山に訪れた旅行者が 3駅先の知名度が低い古川
に移動することは少ない。飛騨古川は，「観光地というよ
りも昔ながらの暮らしが残っていることに魅力があ
り」15)，地域住民の日常生活そのものに魅力がある。

3．SATOYAMA EXPERIENCE の旅行者による評価
SATOYAMA EXPERIENCEは，2010年 16)から 6年連

続，世界最大の閲覧数を有する旅行に関する口コミ，価
格比較サイト TripAdvisor（トリップ・アドバイザー）か
ら，Certificate of Excellence（エクセレンス認証 17)）を
受けている。全世界のトリップ・アドバイザー登録施設
は約 830万の中で認定を付与されるのは 1割未満であ
る。2018年には「外国人に人気の日本の体験・ツアーラ
ンキング」の 19位に選定され，海外の旅行者に高い評
価を獲得している。また 2019年 10月 14日現在，1,093

件の口コミ投稿がありその言語別内訳は，英語が 916件
（83.4％），日本語が 149 件（13.6％），中国語が 82 件
（7.5％）であり，欧米旅行者が多いことを示している。
また，英語による口コミ投稿の中で 864件（94.3％）が
「とても良い」，50件（5.5％）が「良い」の評価を獲得
し，投稿口コミの 99％が良い以上の評価となっている。

このスコアは高山市のアウトドアプログラム 32件中 1

位である18)。

IV．SATOYAMA EXPERIENCE の事業展開

1．ガイドツアー
SATOYAMA EXPERIENCEは，「飛騨里山サイクリン

グ」という名称で 2009年 10月 26日事業をスタートし
た。設定したターゲットは欧米豪の個人旅行者である。
スタート時の事業はMTB（マウンテンバイク）を旅行者
にレンタルするサービスであった。その後，ユーザーの
声をきっかけにガイドによるツアーへとサービスを変更
した。そしてガイドツアーを，市街地をガイドと共に歩
き，飛騨古川の食文化，歴史を体験するウォーキングガ
イドツアー，冬期シーズンの新穂高スノーシューツアー
などへ拡張している 19)。2014年からはツアーの名称を
SATOYAMA EXPERIENCEに変更している。サイクリン
グを選択した理由は，飛騨古川の市街地と郊外農村部を
含むエリアは，自転車を使うことにより周遊が可能とな
るためである。しかし理由はこれだけではない。2009年
当時，飛騨古川の市街地には街中を歩いて案内する地元
のボランティア団体が存在していた。地域住民の活動と
競合するのではなく，棲み分けて共生するためサイクリ
ングを選択した（Yamada, 2018）。そして，自転車という
移動手段とガイドの組み合わせによって，この地域に存
在しなかった旅行者向けサービスが実現した。

2．「暮らしを旅する」体験
里山サイクリングを立ち上げた数年後に，ウェブサイ
トや配布物のコピーを決めるため里山サイクリングのコ
ンセプトを検討した。元になった情報はツアー参加者，
ガイドのコメントである。そこから生まれたコンセプト
が「暮らしを旅する」である（Yamada, 2018）。名所，旧
跡を見て回る観光とは異なり，地域の日常生活の一部に
ガイドを通じて接触し，地域の人々と体験を共創する。
地域の自然，物的資源に加えて地域住民も組み込んだ体
験を「暮らしを旅する」と言語化した。
ガイドによるバイクツアーは，飛騨古川の中心にある
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SATOYAMA EXPERIENCEのステーションからスタート
し郊外の農村部にマウンテンバイクを走らせる。予め設
定している田んぼなどの景観，飛騨牛の畜舎，農産物の
直売所などのガイドポイントに立ち寄りその都度，ガイ
ドが作物，収穫・飼育方法などの説明をする。「ひだびと
の日常におじゃまする」（Yamada, 2018）ツアーである。
ツアーではその地域に生活してなければ存在を知ること
が難しい風景や，地域の人々が持つ知識，習慣，行事，
歴史などの情報がガイドによって提供される。例えば，
水田を訪れそこで収穫される米の種類や味などの情報を
提供する。山里では収穫できる山菜や異なる季節に関す
る情報を提供する。特に欧米豪旅行者は，小麦畑は目に
する機会はあっても，水田を目にする機会が少ない
（Yamada, 2018）。そのため飛騨地区の住民にとっては日
常の景色が，異なる地域の人々にとっては魅力的な体験
となるのである。もちろん旅行者だけで水田を訪れても
感動はするかもしれない。しかしガイドが景色に関連す
る情報を示すことによって体験の質はさらに高まる。さ
らに自転車でのツアー中には，地域の住民が声をツアー
客に声をかけてくる。時には採れたばかりの収穫物を渡
される場合もある。小学校や中学校の周辺を移動すれば，
通学途中の小学生が一緒についてくる。あるいはタイミ
ング良ければ中学校の生徒が，教室からツアー客を見つ
け手を振ってくれる（Yamada, 2018）。このような「予期
せぬ体験」が旅行者の体験をさらに充実したものにする。
このようにガイドツアーでは，旅行者は外部者であり
ながら，あたかも飛騨古川の住民になったかのように「（飛
騨古川に暮らす人々と同じような日常の）暮らしを旅す
る」ことが可能となる。

3．地域住民から相談・依頼を受ける状況をつくる
2009年から自主的に取り組んでいるのが，農村部の民

家実態の調査である。築 50年以上伝統工法で建築され
た民家の件数，住み手の年代，後継者の有無などの実態
を約 1,300軒直接出向いて調査した。この調査はツアー
をしながらガイドが行った。その結果，民家の存在が地
域の景観価値を高めていることと同時に，空き屋が 20％
あることや 65歳以上だけの住み手の民家が相当数存在
することが明らかになった。空き屋民家を活用すること

によって民家を維持する活動が，2012年から実施してい
る「飛騨里山オフィスプロジェクト 20)」である。このプ
ロジェクトでは民家をリノベーションし，一棟貸しを行
い，都会に拠点を置く企業が飛騨市の環境で仕事をして
もらうサービス事業である。しかし当時，美ら地球単体
の活動では，資金面と共に地域への信用面での課題が存
在した。地元への信用面とは空き屋であってもオーナー
は先祖代々受け継いできた自宅を他人に譲渡する，貸し
出すことに慎重である。そこで資金面は地元建設企業が，
異分野事業に進出するための岐阜県の政策助成を活用
し，解決した。同時に地元建設会社が関与することに
よって地域への信用面の問題も解決することができた
（Yamada, 2018）。
ガイドツアーの実施においても「ひだびとの日常生活
におじゃまする」（Yamada, 2018）姿勢を大切にする。ガ
イドツアーの開催期間は，3月 20日～12月 20日であ
る21)。ツアー開始，終了段階にはツアーで訪問する田ん
ぼ，施設，店舗など，ガイドするスポットには必ず挨拶
に行く。またメディア取材で紹介された場合はその報告
をする。地域の人々を暮らしに支障が無いよう，そして
地域住民がガイドツアーでは何をしているのかを知って
もらえるように，積極的に情報を提供する。同時に地域
の人々の反応にも常に気を配る。さらに社内でもガイド
ミーティングを隔週で開催し，地域の人々の反応や対応
などを共有し，必要な場合は素早く修正することを繰り
返している 22)。
そのような活動を継続することによって美ら地球の活
動が少しずつ地域に浸透していった。地元教育機関から
の講演依頼，地域の魅力発見をテーマにした遠足の企画
依頼，高校生の進路選択時における情報提供依頼など，
地域住民が地元に不足する資源を美ら地球に見出す動き
が生まれている 23)。これらは美ら地球から働きかけるこ
とはなく24)，地域住民が美ら地球の活動を観察し，地域
住民内部で交換された情報から美ら地球への期待を見出
し，依頼をする。美ら地球ではガイドツアーを通じて旅
行者に地域の暮らしを体験させてもらっている。ただし，
一方的に体験させてもらうのではなく，地域の人々にも
貢献できる機会として，地域の人々からの相談に真摯に
向き合うのである。
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4．「icafe TAKAYAMA」―SATOYAMA EXPERIENCE
と山一商事との連携
山一商事株式会社（以下，山一商事）は，高山市に本
社を設ける 1925年創業の食品流通企業である。飛騨地
区の飲食店，宿泊施設等への食材卸ならびに，飛騨地区
の農産品を原材料とする加工食品の開発，製造を事業と
している。この山一商事と美ら地球との連携事業が，
2016 年に JR 高山駅の駅ビル内にオープンした「icafe

TAKAYAMA」である。「icafe TAKAYAMA」は，「飛騨高
山観光を 120％楽しむためのカフェ」25)として，コンロッ
カー，無料Wifiなどのサービスに加え，飛騨の食材を使
用した料理と観光情報を提供するスペースである。「icafe

TAKAYAMA」では SATOYAMA EXPERIENCEのツアー
デスクが設置されツアー案内，申し込みが可能である26)。
このように地域生活・経済を構成する企業と，美ら地球
が相互の強みを理解し，欧米豪の個人旅行者に向けた連
携事業が実現している。

V．考察

1．「規律・統制型」地域における旅行者の創造
飛騨古川は，地域住民の流動性は低く，地縁・血縁の
関係が強く維持されている地域である（山田氏インタ
ビュー（Yamada, 2018））。また開放度については，地域
で生活が完結できることも多く（Yamada, 2018）開放度
は低い特性を持つ。そのため「規律・統制型」に分類さ
れる。「規律・統制型」地域では，地域外の参加者が地域
活動に参加することが難しい（Shikita et al., 2012）。その
ため地域と連携し，地域資源を活用した観光事業の創造
は容易ではない。その理由として 2つをあげることがで
きる。第 1に，地域外の人々が主体的に推進する観光事
業は地元住民の積極的な協力を得ることが難しいことで
ある。第 2に，地元住民・事業者が主体的に推進する事
業は旅行者のニーズ把握やニーズ解決の水準などにおい
て限界があることである。一方で欧米豪旅行者の日本へ
の関心は，日本独自の自然や歴史・伝統文化の体験
（Atkinson, 2015; Sightseeing vision concept meeting to

support tomorrow’s Japan, 2017）であり，「規律・統制型」

に分類される地域は，むしろ外部から閉じているため特
にこの歴史・伝統文化の資源が存続している可能性が高
い。そのため欧米豪の旅行者を開拓するために，重要な
役割を果たす可能性があると考えられる。

2．メディア型プラットフォームとしての SATOYAMA
EXPERIENCE

SATOYAMA EXPERIENCEを単にガイドツアーサービ
スの有効性だけで捉えると，「規律・統制型」地域におけ
る観光事業創造についての充分な説明ができない。「暮ら
しを旅する」という SATOYAMA EXPERIENCEのコンセ
プトを実現するには，地域の人々の日常生活の存在と持
続を前提とし，地域の人々の日常生活の満足とターゲッ
トである欧米豪の旅行者の満足との両立が必要となる。
また SATOYAMA EXPERIENCEを企画・運営する美ら地
球の活動は，ガイドツアー事業から地元教育機関などか
らの講演要請対応や，地元企業との連携へと拡大して
いる。
本研究ではこのような現象を捉えるためにプラット

フォームのメディア機能（Imai & Kokuryo, 1997; Kokuryo,

1999, 2006; Negoro & Kato, 2010）の観点から考察を行っ
ておきたい。

（1）「規律・統制型」地域における「地域生活・経済プ
ラットフォーム」の構造
図 2は，「規律・統制型」（Shikita et al., 2012）の地域

生活・経済と地域の人々との関連を示したものである。
「規律・統制型」地域では，地理的，伝統的に形成された
プラットフォームが複数，継続して存在している。地区
自治，祭事，商業，教育など多様な分野にわたり「会」
と呼ばれる地域の生活，経済を支えるプラットフォーム
が存在する。このようなプラットフォームを本研究では
「地域生活・経済プラットフォーム」と呼ぶ。地域の人々
は，家を単位として複数のプラットフォームに参加して
いる。地域全体から見ると「規律・統制型」地域では図
2に示すように，「重層的」（Yamada, 2018）に複数，多様
なプラットフォームが存在している。
これらの重層的なプラットフォームは，日本の地域に
多く存在すると考えられる。地域生活・経済プラット
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フォームは，地域内の情報を共有化する仕組みであると
もに，複数のプラットフォームに参加することによって
人々に異なる役割を与え，新たな役割を見出す仕組みで
もある。地域に発生する問題を地域の人々の多様な能力
を引き出し，相互に組み合わせながら地域の問題を解決
する。地域生活・経済プラットフォームは地域住民の流
動性が低いことを前提とし，限られた人的資源を有効に
活用する仕組みである。

（2）「規律・統制型」地域における地域生活・経済プラッ
トフォームの限界
このようなプラットフォームの構造には，地域の人々

を結びつける効果がある一方で，外部者のプラットフォー
ムへの参加を停滞させる弊害もある。そのため問題の発
見と解決の観点から捉えると，大きな変化への対応には
限界がある。例えば，外国人旅行者が増加した場合，そ
の問題に対して従来のプラットフォームによって解決を
図ろうとする 27)。一般的には，従来の旅行者の中心は日
本人である。つまり日本人旅行者のニーズに対して従来

のプラットフォームによって解決を図る手順（Hirota,

2018, 2019; Norman, 2013）は確立している。そのため外
国人旅行者が抱えるニーズ（問題）は認識も理解（Anzai,

1985）も充分にできない。そもそも地域生活・経済プ
ラットフォームは，地域の人々中心のプラットフォーム
である。新規顧客を獲得するためにデザインされたもの
ではない。地域生活・経済プラットフォームでは，新た
な顧客に対する相互作用（Imai & Kokuryo, 1997; Kokuryo,

1999; Kokuryo & Promotion Design Lab., 2011; Negoro &

Kato, 2010）は,従来のプラットフォームによって，間に
合わせ的に行われる。そのため，旅行者へ提供される価
値低くなる。また従来の地域生活・経済プラットフォー
ムだけでは，外国人旅行者，そしてその中でも欧米豪の
旅行者，そのなかでもさらに高度なニーズを持つ個人旅
行者に対してのニーズ（問題）に気づくことも理解する
ことにも限界がある。このように「規律・統制」型地域
における地域生活・経済プラットフォームだけでは，欧
米豪の個人旅行者のニーズ（問題）の認識，正しい理解，
そしてその解決（Anzai, 1985; Hirota, 2018, 2019; Norman,

「規律・統制型」地域におけるプラットフォームの構造と地域住民との関係

地域住民

地域生活・経済プラットフォーム

正面 平面

出所：筆者作成

図 2　　
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2013）に関して限界がある。

3．「結果観光」と「暮らしを旅する」
「結果観光」とは，「何よりも大切なのは住民の暮らし
そのものであり，まちに暮らす人々が活き活きとしてい
ればおのずと旅行者は訪れてくれるだろう 28)」（Yamada,

2018）という考え方である。山田氏は 2007年に飛騨市
観光協会の戦略アドバイザー就任時に，村坂氏との関わ
りの中でこの言葉を知ることになる。「結果観光」は飛騨
の住民の日常生活の存在とその充実が前提となった観光
である。つまり地域住民の日常生活が失われれば，観光
も成立しない。一方で「結果観光」の考え方は，地域住
民の流動性が低いことが前提とされている。そして，外
部への開放性（Shikita et al., 2012）を高め新たな人々を
外部から取り込むことを前提としていない。そのため住
民の日常生活の満足度は向上する可能性はあるが，旅行
者の満足に向かうとは限らない。
高齢化と人口減少が進む地域には，新たな市場を創造
し経済効果に結びつけることは重要な課題である。しか
し「規律・統制型」（Shikita et al., 2012）の地域生活・経
済プラットフォームにおいては，従来のとは異なるタイ
プの旅行者を積極的に取り組み，地域と共生することに
ついては，地域住民の視野に入ることは少ないと考えら
れる。
一方，観光産業創造の観点から考えると飛騨市は，高
山，白川郷などの観光地に隣接する観光地域には存在し
ない体験を創造する必要がある。「結果観光」を具体化
し，新たな顧客である欧米豪の旅行者をターゲットする
サービスがガイドツアーであり，そのコンセプトが「暮
らしを旅する」なのである。

4．観光プラットフォームと「アクティベータ」
（activator）の役割
（1）「暮らしを旅する」体験と「アクティベータ」
「結果観光」，「暮らしを旅する」を結び付ける具体的な
事業活動がガイドツアーである。「暮らしを旅する」ガイ
ドツアーが成立するためには，暮らし（日常生活）の主
体者である地域住民の理解と協力が不可欠である。理解，
協力によって旅行者は地域住民の日常の「暮らし」に近

い体験が可能となる。この体験が他の地域には存在しな
い，独自の自然，歴史・文化の体験となり，特に欧米豪
の個人旅行者の満足度は高まる。
そのため，山田氏はじめ美ら地球スタッフは，飛騨古
川に定住し，地域の一員として地域生活・経済プラット
フォームにも参加する。観光資源として重要となる町並
みの景観として重要な，築数十年経過した民家の実態調
査，保全，活用活動を自主的に行う。

（2）アクティベータと地域生活・経済プラットフォーム
との関係形成
図 3は，「規律・統制型」における美ら地球メンバー，
欧米豪旅行者そして地域生活・経済プラットフォームと
の関係を示したものである。美ら地球スタッフは地域住
民とは異なる体験，知識を持っている。例えば，海外で
のツアーガイドの経験，語学，企業の組織変革経験など
である。さらにガイド活動を通じて地域住民とは異なる
日常行動をしている。異なる日常行動とは，異なる行動
範囲および，それに伴う地域住民との接点の異なる組合
せである。この地域住民とは異なる体験，知識，日常行
動によって，地域住民が気づかない，気づいても見過ご
している地域にとって重要な問題を発見する（Hirota,

2018, 2019; Imai, 2008; Norman, 2013）場合がある。さら
に美ら地球メンバーは地域生活・経済プラットフォーム
に参加しつつ，発見した問題に対し自主的に解決活動を
行う。一方，そのような日常活動を地域住民は観察して
いる。観察によって地域住民は，美ら地球メンバーに対
する地域における新たな役割を見出す。見出された役割
に応えること通じて，美ら地球メンバーの日常行動は，
地域生活・経済プラットフォームに広がっていく。この
ような相互作用を通じた創造（Furr, Dyer, & Christensen,

2014; Hirota, 2018, 2019; Imai & Kokuryo, 1997; Ishii,

2009; Kokuryo, 1999, 2006; Lester & Piore, 2004）を通じ
て「暮らしを旅する」は実現し「結果観光」につながる
のである。
ここでは，山田氏をはじめツアーガイドを行う美ら地
球のメンバーを「アクティベータ」（activator）と呼ぶ。
アクティベータは「規律・統制型」の地域生活・経済プ
ラットフォームの一員として地域の人々と関係をつくり
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共生する。同時にターゲットとなる旅行者の受け入れに
貢献し，地域の外部への開放度（Shikita et al., 2012）を
高める役割を果たす。アクティベータの存在によって，
地域生活・経済プラットフォームにおける相互作用が促
進され，観光プラットフォームの創造につながるのであ
る。アクティベータには 3つの貢献が確認できる。第 1

に，地域生活・経済プラットフォームにおける（既存地
域住民による）新たな役割の発見対象としての貢献であ
る。第 2に，新たな顧客（欧米豪の旅行者）に対するガ

イドツアーを通じたニーズ（問題）の発見による貢献で
ある。第 3に，日常行動を通じた地域生活・経済プラッ
トフォームにおける新たな顧客（欧米豪の旅行者）のニー
ズ（問題）の解決につながる資源発見の貢献である。

VI．結論

高山市，白川村という著名観光地に隣接する飛騨市に

「規律・統制型」地域における地域生活・経済プラットフォームとアクティベータによる相互作用促進

地域住民（内部者）

地域生活・経済プラットフォーム
旅行者

アクティベータ

観光プラットフォーム

欧米豪旅行者

ガイドツアー

地域住民による
地域の役割の発見

地域生活・経
済プラット
フォームへの
参加

ニーズ情報

①地域住民とは異なるなる
体験、知識
②地域住民とは異なる日常
行動

出所：筆者作成

図 3　　
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おける観光産業の創造を，プラットフォームの観点から
考察した。「規律・統制型」（Shikita et al., 2012）の地域
は日本に数多く存在する。しかしそれらの地域は高齢化
と人口減少によって地域生活・経済プラットフォームが
崩壊する危機に直面している場合が少なくない。「規律・
統制型」地域では，外部に対し閉鎖されかつ地域住民間
のつながりが強く，外部者が自由に活動することは難し
い（Shikita et al., 2012）。そのため特に欧米豪の個人旅
行者を受け入れ，満足を高めるサービスを提供すること
は容易ではない。そのような状況の中 SATOYAMA

EXPERIENCEは，欧米豪の旅行者の関心の高い日本独
自の景観，歴史，文化を維持し，観光事業化を実現して
いく道筋を示した事例として注目される。

SATOYAMA EXPERIENCEは「結果観光」の考え方，
「暮らしを旅する」事業コンセプトに基づく，地域と共生
する観光プラットフォームとみることができる。そして
その実現の鍵は「アクティベータ」の存在にある。アク
ティベータは，地域に定住し地域生活・経済プラット
フォームに参加，貢献する。そして地域住民とは異なる
経験，知識を活用し，地域住民の日常生活に近似した体
験を，旅行者に事業として実現する人々である。一般に
観光マーケティングの主体者は旅行者の満足に注目しが
ちである。一方で「暮らしを旅する」体験には，地域生
活・経済プラットフォームとの共生が欠かせない。その
ためアクティベータは，地域住民に地域における役割を
見つけてもらう，その役割を依頼される水準まで理解を
してもらうことを基準に行動することが求められるので
ある。
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注
1） 本研究は，平成 31年度，科学研究費助成金（基盤研究（B）
「DMOの利害調整方式への地域産業構造の影響の解明：米
国観光都市間の比較事例研究」（課題番号 18H00910）の成
果の一部である。

2） 台地を意味するフランス語“plate-form”が語源とされる。
3）「誰もが明確な条件で提供を受けられる消費やサービスの供
給を通じて，第三者の取引を活性化する，あるいは新しい
ビジネスを起こす基盤を提供する役割」（Imai & Kokuryo,
1997; Kokuryo, 1999）

4）「利用者がそれぞれの問題解決のために利用できる解決の方
法。そこへのアクセス・ポイントないしインタフェイスが
明確に規定されている仕組み」（Imai, 2008）

5）「顧客に価値を提供する製品群の土台になるもの」（Negoro,
2017）

6） Kokuryo（1999, 2006）は，プラットフォームを「第三者間
の相互作用を促す基盤を提供するような財，サービス」と
定義し，それを民間の事業として提供していることをプラッ
トフォーム・ビジネスと定義している。

7） 観光統計基本データ（日本政府観光局（JNTO）2018年）
https://www.jnto.go.jp/jpn/statistics/visitor_trends/（ 2019 年
11月 23日）

8） 例えば，月間 4億五千万人が使用するトリップ・アドバイ
ザーの評価など。

9） 山田氏は，理系の大学院を卒業後，外資系コンサルタント
会社に勤務する。30歳で外資系コンサルタント会社を退社
し 525日かけて，南米，アフリカを中心に国立公園，保護
区を訪問した。そのうちテントでの宿泊は 271日にも及ん
だ。この体験を通じて各国の多様な分野の習慣に触れる。
そして日本の特性を見直すきっかけにもなった。同時にガ
イドツアーの魅力と現地ガイドの能力の高さを知る。この
体験が SATOYAMA EXPERIENCEにつながる。帰国後，田
舎居住を決め物件を探す過程で，知人から後に社団法人飛
騨市観光協会の初代会長に就任する村坂有造氏を紹介され
る。2007年村坂氏が飛騨市観光協会の初代会長に就任する
と，要請されて観光協会の戦略アドバーザーとして就任す
る。そして観光協会のビジョンづくり，英語のホームペー
ジ開設に貢献する。その間に飛騨地区の人々とのネットワー
クも形成する。しかし 2008年，新市長の就任に伴い，同
年，戦略アドバーザーを退任する。その後は株式会社美ら
地球の代表としての活動し，SATOYAMA EXPERIENCE事
業などを立ち上げる（山田氏インタビュー，Yamada, 2018）。

10）2017年の利用者は 4,000名弱（山田氏インタビュー）
11）「明日の日本を支える観光ビジョン構想会議」資料（2016年）
12）飛騨市ウェブサイト（2019年 11月 23日）
13）2016年「古川祭の起し太鼓と屋台行事」としてユネスコ無
形文化遺産登録。同年 9月公開の映画「君の名は」のモデ
ルは飛騨市。

14）1995年「白川郷・五箇山の合掌造り集落」としてユネスコ
世界遺産登録。

15）グリーンズ・ピープル 2015年 10月 11日「守り，伝えなが
ら，新しくつくる。暮らしを旅する「 SATOYAMA
EXPERIENCE」の白石達史さんに聞く，里山の引き継ぎ
方」，グリーンズ編集学校。
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16）2000年からスタート。
17）エクセレント認証とは，1年間継続して最高のホスピタリ
ティを提供している施設や観光名所などに与えられる。

18）https://www.tripadvisor.jp/（2019年 10月 14日）
19）SATOYAMA EXPERIENCEウェブサイト（2019年 11月 23

日現在）
20）現在は地元建築企業が単独で事業展開。
21）2019年。
22）山田氏インタビュー。
23）山田氏インタビュー。
24）山田氏インタビュー。
25）http://icafe-takayama.com/（2019年 11月 23日）
26）日経MJ（2018年 2月 14日）
27）Imai（2008）「プラットフォームによる問題解決の促進」
28）2007年 4月に設立された，社団法人飛騨市観光協会の初代

会長である村坂有造氏が提示した考え方。村坂氏は約 30年
間の飛騨古川における景観との調和を大切にした飛騨の匠
の技術を活かした伝統的な町並みづくりを，住民主導によっ
て実現した。この活動が評価され，岐阜県内初の観光カリ
スマ（Japan Tourism Agency）として選定されている。
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